
中
古
天
台
に
お
け
る
三
種
法
華
説
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天 

台 

宗 

典 

編 

纂 

所
　 

藤 

平 

寛 

田

　
中
古
天
台
教
學
に
お
い
て
、
惠
心
檀
那
兩
流
口
傳
法
門
の
特
色
あ
る
教
義
の
内
、
教
相
論
と
し
て
三
種
法
華
説
と
四
重
興
廢
と
の
二

　
（
１
）

つ
の
形
式
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
諸
師
先
學
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
論
で
は
、
特
に
三
種
法
華
諸
説
に
注
目
し
、
中
古
天
台
に
お
け
る
多
種
雜
多
な
展
開
を
み
た
こ
の
教
義
に
つ
い
て
、
多
少

の
整
理
分
析
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
檢
討
考
察
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
１

　
先
ず
、
三
種
法
華
説
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
傳
教
大
師
撰
『
守
護
國
界
章
』
に
、

　
シ
テ　
　
ク

テ
　

　

ノ
　
ヲ

　
ス

　

ヲ

シ
テ

　
ノ

　
ヲ

ス
　

　
ノ

　
ヲ

リ
テ

　

ノ

　
　
彈
曰
。
麁
食
者
。
擧

十
種
行

勸

進
衆
生

善
哉
善
哉
。
但
執

法
華
一
分

謗

法
華
全
文

又
憑

法
華
教
未
開
隱
密

　
ノ

　
　
ニ

ス
　

　
ノ

　
ノ

　
　
ヲ

　
　
レ

　
ト
ハ

　
ノ

　
ナ
リ

　
ト
ハ

　
ノ

　
ナ
リ

　
ト
ハ

　
　
一
分
功
徳

降

法
華
教
已
開
顯
説
全
分
功
徳

夫
於
一
佛
乘
者
。
根
本
法
華
教
。
分
別
説
三
者
。
隱
密
法
華
教
。
唯
一
佛
乘
者
。

1

　
ノ

　
ナ
リ

　
ノ

　
ニ

ク

　
ノ

　
ノ

　
ニ

シ

ヒ
テ

　
ニ

リ

ヒ
テ

　

ニ

リ

　
　
顯
説
法
華
教
。
妙
法
華
之
外
。
更
無

一
句
經

唯
一
乘
之
外
。
更
無

餘
乘
等

隨

機
有

千
名

隨

根
有

淺
深

。

　
ノ

　
ノ

　
ク

　
セ
ヨ
　
ヲ

　
ノ

レ

　

ス
ル
コ
ト

　
ヲ

　
　
諸
有
智
者
。
善
思

念
之

一
代
經
教
。
莫

執

　
優
劣

（
傳
全
二
、
一
七
一
）

と
あ
る
。
こ
れ
が
三
種
法
華
説
の
起
源
根
據
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
『
守
護
國
界
章
』
に
初
め
て
登
場
し
た
、
根
本
法
華
・
隱
密
法

華
・
顯
説
法
華
教
と
い
う
三
種
法
華
説
が
、
以
後
中
古
天
台
の
諸
師
に
よ
り
樣
々
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
傳
教
大

師
が
こ
の
よ
う
な
教
義
を
説
示
す
る
背
景
は
、
法
相
宗
徳
一
の
三
時
教
判
に
對
す
る
反
駁
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
三
論
宗
嘉
祥
吉

藏
の
三
法
輪
判
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
と
も
か
く
、
傳
教
大
師
の
説
示
し
た
三
種
法
華
が
基
本
と
な
る

　

（

２

）

こ
と
は
、
諸
師
先
學
皆
な
異
論
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
問
題
は
、
傳
教
大
師
以
後
、
果
た
し
て
誰
が
、
觀
心
主
義
的
あ
る
い
は
絶
待
的
教
判
論
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
「
三
種
法
華
」
と
い
う
名
言
用
語
も
何
時
ご
ろ
成
立
し
た
の
か
も
明
ら
か
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
先
學
の
研
究
を
參
照
す
る
と
、
傳
教
大
師
は
、
三
種
法
華
の
内
容
こ
そ
説
い
た
が
、
「
三
種
法
華
」
と
い
う
名
言
用
語
は
用
い
て
い

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
但
し
、
例
え
ば
、
中
古
天
台
の
僞
撰
と
さ
れ
る
『
修
禪
寺
決
』
に
は
、
「
諸
佛
ノ
内
證
ニ
本
ト
自
リ
五

時
ヲ
具
ス
。
全
ク
機
情
ニ
趣
カ
ズ
。
是
ヲ
自
證
法
華
ノ
體
ト
名
ク
。
智
威
師
ハ
。
三
種
ノ
法
華
ヲ
立
ツ
。
第
三
ノ
根
本
法
華
ハ
。
五
時

ニ
在
リ
テ
立
ツ
。
即
チ
是
佛
意
ノ
五
時
ナ
リ
。
機
情
ノ
五
時
ハ
。
常
途
ノ
説
ノ
如
シ
。
」
（
傳
全
五
、
一
二
九
）
と
見
え
て
い
る
け
れ

ど
も
、
親
撰
と
さ
れ
る
文
献
に
は
、
『
守
護
國
界
章
』
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
慈
覺
大
師
圓
仁
・
智
證
大
師
圓
珍
・
五
大
院

安
然
・
慈
慧
大
師
良
源
・
惠
心
僧
都
源
信
な
ど
、
お
よ
そ
平
安
朝
末
期
ま
で
の
祖
師
先
徳
の
信
頼
で
き
る
文
獻
に
は
、
三
種
法
華
説
は

　
（
３
）

見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
に
三
種
法
華
説
が
、
中
古
天
台
に
お
い
て
扱
わ
れ
る
べ
き
重
要
テ
ー
マ
で
あ
り
、
し
か
も
種
々
複
雜
雜
多
に
し

て
、
後
説
す
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
五
時
教
判
と
關
連
し
て
、
あ
る
い
は
密
教
と
の
融
合
を
み
て
胎
金
兩
部
や
印
明
と
結
び
つ
き
、
あ
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る
い
は
潅
頂
と
結
び
つ
き
、
重
授
戒
潅
頂
戒
儀
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
り
す
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
所
説
が
、
後
に
檢
討
す
る
よ
う
に
、

東
密
系
の
流
派
の
印
信
中
に
取
り
込
ま
れ
た
り
、
日
蓮
宗
系
の
文
獻
に
ま
で
影
響
を
與
え
て
い
る
事
に
驚
く
と
共
に
、
こ
の
三
種
法
華

説
に
つ
い
て
、
再
檢
討
す
る
意
義
も
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
２

　
中
古
天
台
に
お
け
る
三
種
法
華
説
の
樣
々
な
展
開
は
、
既
に
先
學
の
提
示
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
假
り
に
［
起
源
］
［
展
開
］

［
別
説
］
と
大
き
く
分
類
し
て
、
そ
の
代
表
的
な
出
典
根
據
と
合
わ
せ
て
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
た
。

①
［
起
源
］
傳
教
大
師
説
（
『
守
護
國
界
章
』
（
傳
全
二
、
一
七
一
）
）

　
◆
根
本
法
華
・
隱
密
法
華
・
顯
説
法
華

②
［
起
源
］
南
岳
所
立
説
（
『
法
華
略
義
聞
書
』
（
佛
全
十
六
、
一
〇
四
上
）
・
『
天
台
名
匠
口
決
抄
』
（
佛
全
十
八
、
二
八
六
上
）
）

　
◆
佛
惠
法
華
・
開
顯
法
華
・
内
證
法
華

③
［
起
源
］
惠
威
所
立
説
（
『
法
華
略
義
聞
書
』
（
佛
全
十
六
、
九
一
下
）
）

　
◆
本
住
法
華
・
自
證
法
華
・
轉
變
法
華

④
［
起
源
］
智
威
所
立
説
（
『
法
華
略
義
見
聞
』
（
佛
全
十
六
、
二
下
～
三
上
）
）

　
◆
轉
變
法
華
・
本
住
法
華
・
自
證
法
華

　
　
轉
變 

 
 
 
 
 

爾
前
・
迹
門

　
　
本
住 

 
 
 
 
 

俗
諦
三
千
萬
法
自
體
常
住

　
　
自
證 

 
 
 
 
 

本
迹
未
分

3

⑤
［
展
開
］
五
時
判
（
『
法
華
輝
臨
遊
風
談
』
（
佛
全
十
四
、
三
四
〇
上
～
下
）
）

　
　
根
本
法
華 

 
 
 
 
 

華
嚴

　
　
　
　
　
　
　 

 
 
 

阿
含

　
　
隱
密
法
華 

 
 
 

　
方
等

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

般
若

　
　
顯
説
法
華 

 
 
 
 
 

第
五
時

⑥
［
展
開
］
五
時
判
（
『
法
華
文
句
要
義
聞
書
』
（
佛
全
十
六
、
一
五
四
上
～
下
）
）

　
　
根
本
法
華 

 
 
 
 
 

華
嚴
（
非
華
嚴
經
）

 
 
 
 

隱
密
法
華 

 
 
 
 
 

前
四
味

 
 
 
 

顯
説
法
華 

 
 
 
 
 

法
華
經

⑦
［
展
開
］
四
重
興
廢
（
『
法
華
略
義
見
聞
』
（
佛
全
十
六
、
四
一
下
）
）

　
　
隱
密
法
華 

 
 
 
 
 

爾
前
大
教

　
　
顯
説
法
華 

 
 
 
 
 

迹
門
大
教

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
門
大
教

　
　
根
本
法
華 
 
 
 
 
 

觀
心
大
教

⑧
［
展
開
］
三
大
部
（
『
摩
訶
止
觀
見
聞
添
註
』
（
佛
全
二
九
、
一
四
上
）
）

　
　
隱
密
法
華 

 
 
 

玄
義
（
釋
名
等
）

　
　
顯
説
法
華 

 
 
 

文
句
（
四
種
釋
）
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根
本
法
華 

 
 
 

止
觀
（
天
眞
獨
朗
内
證
）

⑨
［
展
開
］
四
種
法
華
（
『
一
代
決
疑
集
』
）
（
日
光
天
海
藏
寫
本
）

　
　
根
本
法
華 

 

華
嚴
經 

 

十
地
論
等

　
　
隱
密
法
華 

 
中
間
三
味 

 

大
師
所
説
四
教
義
淨
名
疏
等

　
　
顯
説
法
華 

 

本
迹
兩
門 

 

玄
與
文
釋
本
迹
法
華

　
　
内
證
不
可
説
法
華  
止
觀 

 

内
證
法
華

⑩
［
展
開
］
三
種
合
掌
（
『
相
傳
法
門
抄
』
）
（
日
光
天
海
藏
寫
本
）

　
　
根
本
法
華 

 
 
 

堅
實
合
掌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

權
實
不
二

　
　
隱
密
法
華 

 
 
 

未
敷
蓮
華
合
掌
（
虚
心
合
掌
） 

 
 
 

未
開
會

　
　
顯
説
法
華 

 
 
 

開
敷
蓮
華
合
掌
（
八
葉
） 

 
 
 
 
 
 
 

開
權
顯
實

⑪
［
展
開
］
胎
金
兩
部
・
無
作
祕
印
（
『
相
傳
法
門
抄
』
、
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
（
大
正
藏
七
六
、
六
〇
三
中
～
下
）
）

　
　
根
本
法
華 

 
 
 

胎
金
不
二 

 
 
 

堅
實
合
掌 

 

　
〔
根
本
法
華 

 
 
 

本
有
性
徳
一
點
不
具 

 
 
 

堅
實
合
掌
―

―
胎
寂
〕

 
 
 
 

隱
密
法
華 

 
 
 

胎
藏
界 

 
 
 
 
 

虚
心
合
掌 

 

　
〔
隱
密
法
華 

 
 
 

始
覺
修
徳
縁
起
諸
法 

 
 
 

虚
心
合
掌
―

―
金
照
〕

 
 
 
 

顯
説
法
華 

 
 
 

金
剛
界 

 
 
 
 
 

八
　
　
葉 

 

　
〔
顯
説
法
華 

 
 
 

修
性
不
二
法
界
具
蓮 

 
 
 

八
　
　
葉
―

―
寂
照
倶
時
〕

⑫
［
展
開
］
御
持
經
（
『
相
傳
法
門
抄
』
）

　
　
根
本
法
華 

 
 
 

南
無
開
三
顯
一
開
權
顯
遠
心
佛
衆
生
一
乘
妙
法
蓮
華
經

　
　
隱
密
法
華 

 
 
 

南
無
佛

　
　
顯
説
法
華 

 
 
 

南
無
妙
法
蓮
華
經
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⑬
［
展
開
］
一
心
三
觀
（
『
天
台
名
匠
口
決
抄
』
（
佛
全
十
八
、
二
八
五
上
）
）

　
　
根
本
法
華 

 
 
 

一
心
三
觀
（
山
家
無
・
慈
覺
説
・
智
證
無
）

　
　
隱
密
法
華 

 
 
 

一
心
三
觀
（
山
家
無
・
慈
覺
説
・
智
證
説
）

　
　
顯
説
法
華 

 
 
 

一
心
三
觀
（
山
家
説
・
慈
覺
説
・
智
證
説
）

⑭
［
展
開
］
開
權
顯
實
（
『
天
台
名
匠
口
決
抄
』
（
佛
全
十
八
、
二
八
五
下
）
）

　
　
根
本
法
華 

 
 
 

法
體
法
爾

　
　
隱
密
法
華 

 
 
 

顯
實
（
實
即
權
）

　
　
顯
説
法
華 

 
 
 

開
權
顯
實
（
權
即
實
）

⑮
［
展
開
］
七
重
二
諦
本
迹
（
『
天
台
名
匠
口
決
抄
』
（
佛
全
十
八
、
二
八
六
上
）
）

　
　
隱
密
法
華
（
本
迹
） 

 
 
 

前
六
重
二
諦 

 
 
 

眞
諦  

本
・
俗
諦  

迹

　
　
根
本
法
華
（
本
迹
） 

 
 
 

只
點
一
法
二
諦
宛
然

　
　
顯
説
法
華
（
本
迹
） 

 
 
 

第
七
二
諦

⑯
［
展
開
］
三
經
典
（
『
天
台
相
傳
祕
決
鈔
』
（
『
續
天
全
』
口
決
１
、
五
三
三
上
～
下
）

　
　
根
本
法
華 

 
 
 

心
經 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
天
台
名
匠
口
決
抄
』
（
佛
全
十
八
、
二
八
五
下
）
）

　
　
隱
密
法
華 
 
 
 

阿
彌
陀
經 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
北
谷
祕
典
』
「
鐵

書
」
身
延
山
藏
寫
本
）

　
　
顯
説
法
華 

 
 
 

法
華
經

⑰
［
別
説
］
三
種
法
華
經
（
『
天
台
宗
圖
』
（
『
續
天
全
』
口
決
１
、
一
五
四
上
）
）

　
　
迹
門
重 

 
 
 
 
 

法
師
品
迄
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本
門
重 

 
 
 
 
 

涌
出
品
已
下

　
　
本
迹
兩
重 

 
 
 

寶
塔
・
提
婆
・
勸
持
・
安
樂
品

⑱
［
別
説
］
四
種
法
華
（
『
法
華
略
義
聞
書
』
（
佛
全
十
六
、
一
〇
七
下
）
）

　
　
内
證
法
華 

 
 
 
 
 

譬
喩
蓮
華

　
　
　
　
　
　
　  
　
不
變
眞
如
一
理
當
體
蓮
華

　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
法
法
塵
塵
各
具
當
體
蓮
華

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
證
不
可
得
蓮
華

⑲
［
別
説
］
五
種
法
華
（
『
法
華
略
義
聞
書
』
（
佛
全
十
六
、
一
〇
八
下
）
）

　
　
内
證
（
自
證
）
法
華 

 
 
 
 
 

從
權
入
證

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
從
迹
入
内
證

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
從
本
入
内
證

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
本
住
自
證
不
可
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 
 
 

自
證
還
施
小
化
證

⑳
［
別
説
］
七
種
法
華
（
『
法
華
文
句
要
義
聞
書
』
（
佛
全
十
六
、
一
四
二
下
）
）

　
　
一
代
圓
教 

 
 
 
 
 

詮
佛
心
見
權
即
妙
法
華
（
隱
密
法
華
）

　
　
　
　
　
　
　  

　
當
機
得
入
法
華
（
不
待
時
（
爾
前
）
）

　
　
　
　
　
　
　  

　
開
權
顯
實
法
華
（
迹
門
圓
）

　
　
　
　
　
　
　  

　
本
覺
無
作
法
華
（
本
門
圓
）
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本
迹
未
分
法
華
（
獨
一
不
思
議
圓
）

　
　
　
　
　
　
　  

　
所
觀
一
心
法
華

　
　
　
　
　
　
　 

 
 
 

佛
意
法
華

　
以
上
の
よ
う
に
、
二
十
項
目
に
分
類
し
て
み
た
。
そ
の
他
に
も
、
例
え
ば
『
根
本
法
華
經
見
聞
』
（
三
千
院
藏
寫
本
）
の
よ
う
に
、

單
獨
で
あ
る
け
れ
ど
も
三
種
法
華
説
を
踏
ま
え
た
上
で
の
文
獻
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

　
こ
の
分
類
の
中
で
も
、
③
［
起
源
］
惠
威
所
立
説
と
④
［
起
源
］
智
威
所
立
説
と
は
、
單
に
そ
の
順
序
次
第
が
異
な
っ
て
い
る
だ
け

の
よ
う
に
見
ら
れ
る
項
目
も
あ
る
。
と
も
か
く
、
三
種
法
華
説
の
基
本
用
語
と
し
て
は
、
第
一
に
、
①
［
起
源
］
傳
教
大
師
説
の
根
本

・
隱
密
・
顯
説
の
三
種
法
華
。
第
二
に
、
②
［
起
源
］
南
岳
所
立
説
の
佛
惠
・
開
顯
・
内
證
法
華
の
三
種
法
華
。
第
三
に
、
③
［
起
源
］

惠
威
所
立
説
の
本
住
・
自
證
・
轉
變
法
華
、
お
よ
び
④
［
起
源
］
智
威
所
立
説
の
轉
變
・
本
住
・
自
證
の
三
種
法
華
で
あ
る
。
こ
の
三

種
の
名
言
が
、
三
種
法
華
説
の
基
点
と
な
っ
て
、
以
後
の
展
開
を
み
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
最
も
基
本
と
な
る
の
は
、
①
［
起
源
］

根
本
・
隱
密
・
顯
説
の
三
種
法
華
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
３

　
そ
れ
で
は
、
先
に
整
理
し
て
み
た
と
こ
ろ
を
考
慮
し
つ
つ
、
惠
心
檀
那
兩
流
の
三
種
法
華
説
の
展
開
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
先
ず
、
惠
心
流
に
お
い
て
は
、
心
賀
法
印
（
一
二
四
三
～
一
三
一
〇
～
）
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
心
賀
を

中
心
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
口
傳
相
傳
書
が
傳
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
後
世
多
方
面
へ
及
ぼ
し
た
影
響
、
或
は
關
東
天
台
と
の
關
係

か
ら
も
、
最
も
適
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
心
賀
の
相
承
系
譜
は
、
例
え
ば
、
定
珍
篇
『
日
本
大
師
先
徳
名
匠
記
』
に
よ
れ
ば
、
椙
生
流
相
承
次
第
と
し
て
、
「
源
信
―
覺
超
―
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勝
範
―
長
豪
―
忠
尋
―
皇
覺
―
範
源
―
俊
範
―
靜
明
―
心
賀
（
以
下
略
）
」
（
佛
全
一
一
一
、
二
八
三
）
と
な
り
、
惠
心
流
の
正
嫡
で

あ
る
。
そ
の
惠
心
椙
生
流
の
嫡
流
で
あ
る
心
賀
の
諸
論
は
、
多
數
の
文
獻
に
援
用
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
、
心
賀
談
尊
海
相

　
（
４
）

傳
一
海
記
『
二
帖
抄
』
と
『
相
傳
法
門
抄
』
（
＝
『
八
帖
抄
』
）
と
を
中
心
と
し
、
ま
た
そ
の
關
聯
し
て
い
る
末
註
等
を
も
っ
て
檢
討

し
て
み
る
。

　
先
ず
、
『
二
帖
抄
』
上
「
境
一
心
三
諦
智
一
心
三
觀
事
」
に
は
、

　
ノ

　

ノ

　
ノ

　
ト

　
ス
ル

　
　
尋
云
。
山
家
大
師
一
心
三
諦
境
一
心
三
觀
智
等
文
委
細
料
簡
如
何
口
傳
耶
。
（
中
略
）

　
ヲ

　
シ
テ

　
ノ

　
ト

　
ニ
ハ

　
ノ

　
ニ

　
　
長
講
法
華
經
。
仰
云
。
法
華
經
宣
説
一
切
衆
生
皆
本
覺
無
作
三
身
也
定
也
。
今
法
華
經
三
種
法
華
共
可

有

之
。
（
中
略
）

　
ノ

　
　
尋
云
。
三
種
法
華
相
如
何
。
山
家
釋
云
。
於
一
佛
乘
者
根
本
法
華
經
也
。
分
別
説
三
者
隱
密
法
華
經
也
。
唯
有
一
乘
者
顯
説
法
華

　
　
也
。
妙
法
之
外
更
無
一
句
餘
經
矣
（
天
全
九
、
一
二
六
上
～
下
）

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
『
二
帖
抄
』
「
法
華
深
義
」
に
は
、

　
ノ

　
　
尋
云
。
三
種
法
華
習
如
何
。
守
護
章
釋
云
。
於
一
佛
乘
者
根
本
法
華
也
。
分
別
説
三
者
隱
密
法
華
也
。
唯
有
一
乘
者
顯
説
法
華
也
。

　
　
妙
法
之
外
更
無
一
句
餘
經
文
（
天
全
九
、
一
三
八
下
）

と
あ
る
。
『
二
帖
抄
』
に
お
い
て
は
、
『
守
護
國
界
章
』
を
引
く
の
み
で
、
特
に
内
容
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
後
の

尊
舜
類
聚
『
二
帖
抄
見
聞
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
二
條
抄
に
は
三
種
法
華
の
名
字
ば
か
り
を
擧
げ

　

（

５

）

て
、
く
わ
し
く
そ
の
相
貌
を
分
別
せ
ず
。
一
海
法
印
は
、
八
帖
抄
に
は
く
わ
し
く
三
種
の
名
相
を
分
別
し
て
印
眞
言
等
を
出
す
な
り
。
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
元
よ
り
心
賀
『
二
帖
抄
』
で
は
、
『
守
護
國
界
章
』
よ
り
展
開
し
た
も

の
は
明
示
し
て
い
な
い
し
、
詳
し
く
は
『
八
帖
抄
』
（
『
相
傳
法
門
抄
』
）
に
一
海
が
印
眞
言
な
ど
註
記
し
て
い
る
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
先
ず
こ
の
問
題
か
ら
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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今
は
未
刊
の
『
相
傳
法
門
抄
』
（
＝
『
八
帖
抄
』
）
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
日
光
天
海
藏
寫
本
な
ど
諸
寫
本
を
、
管
見
し
得
た
と
こ
ろ

　

（

６

）

を
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
先
ず
、
『
相
傳
法
門
抄
』
第
四
の
「
法
花
深
義
帖
」
を
見
て
み
る
。

　
ヲ
ハ

　

ル

　
　
尋
云
。
三
種
法
花
相
如
何
釋
耶
。

　
　
守
護
章
上
釋
云
。
於
一
佛
乘
者
。
根
本
法
花
教
也
。
分
別
説
三
者
。
隱
密
法
花
也
。
唯
有
一
乘
者
。
顯
説
法
花
也
。
妙
法
之
外
更

　
　
無
一
句
經
矣
。

　
ニ

　
ト

　
　
尋
云
。
三
種
法
花
共
法
花
深
義
可

云
歟
如
何
。

　
ナ
ル
　
ニ

　
ノ

ニ

　
ハ

　
ト
モ

　

モ

　
ノ

　
ノ

　
ハ
レ
テ

　

ニ

　
　
口
傳
仰
云
。
妙
法
之
外
更
無
一
句
經
故
非

法
花
深
義

法
不

可

有

之
。
然
如

此
云
事
顯
説
法
花
第
五
時
法
花
顯
　
後

　
ノ

　

ノ
　
ノ

　
ヲ

テ

ヲ

　
ス
ル

　
ノ

　
　
可

云
也
云
云
。
口
傳
仰
云
。
三
種
法
花
合
掌
印
不
同
以

法
花
深
義

口
傳
深
旨
子
細
有

之
如

彼
云
云

　
こ
こ
で
は
、
『
二
帖
抄
』
と
同
じ
く
『
守
護
國
界
章
』
を
示
す
が
、
「
顯
説
ノ
法
花
第
五
時
ノ
法
花
顯
ハ
レ
テ
後
」
と
あ
り
、
既
に

五
時
教
判
と
の
關
係
が
纔
に
見
ら
れ
、
し
か
も
「
三
種
法
花
ノ
合
掌
ノ
印
ノ
不
同
」
と
い
う
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、

子
細
は
別
に
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
尊
舜
『
二
帖
抄
見
聞
』
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

以
下
『
相
傳
法
門
抄
』
で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
紹
介
提
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
一
。
三
種
法
花
事

　
　
山
家
大
師
御
釋
云
。
於
一
佛
乘
者
。
根
本
法
花
教
。
分
別
説
三
。
隱
密
法
花
教
。
唯
有
一
乘
。
顯
説
法
花
教
。
妙
法
之
外
更
無
一

　
　
句
經
矣

　
　
南
無
開
三
顯
一
開
權
顯
遠
心
佛
衆
生
一
乘
妙
法
蓮
花
經
。
根
本
法
花

　
　
南
無
佛
。
隱
密
法
花
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南
無
妙
法
蓮
花
經
。
顯
説
法
花

　
　
　
身
　
一
印
　
　
　
法
界
道
場

　
　
　
口
　
一
名
號
　
　
法
界
聲
塵
　
以
風
爲
本

　
　
　
意
　
一
心
三
觀
　
法
界
心
性
　
天
眞
獨
朗
爲
體

テ

　

ノ

ヲ

　
ス
ル

　
　
尋
云
。
三
種
法
花
以

合
掌
一
印

相
承
口
傳
如
何
。

　
ハ

　
ノ

　

ニ

シ

テ

　
ク

　
ニ

　
ハ

　
ノ

　
ノ

　
　
口
傳
云
。
深
祕
也
。
根
本
法
花
堅
實
合
掌
印
也
。
權
實
不
二
　
全
無

別
體

相
也
。
次
隱
密
法
花
未
敷
蓮
花
合
掌
印
也
。
虚

　
ノ

　

ニ

　
ハ

　
ノ

　
ノ

　
ハ

　
ノ

　
　
心
合
掌
。
未
開
會
相
也
。
次
顯
説
法
花
開
敷
蓮
花
合
掌
印
也
。
八
葉
是
開
權
顯
實
相
也
。
依

之
譬
喩
品
。
踊
躍
歡
喜
即
起
合

ノ
　
ノ
　
ヲ

　
ニ

　
　
掌
經
文
。
疏
五
釋
云
。
敍

解
儀

者
。
即
起
合
掌
名
身
領
解
。
昔
權
實
爲

二
如

掌
不

合
。
今
解

權
即
實

如

二

　
ノ

　
ハ

　
ヨ
リ

　
ノ

　
ノ

　

ノ

　
　
掌
合

矣
。
合
掌
一
印
始
根
本
法
花
。
是
内
證
隱
密
顯
説
一
代
五
時
法
門
。
權
實
不
二
十
界
互
具
深
祕
。
即
身
成
佛
奧
旨
。
以

ヲ

　
　
此
一
印

顯

之
云
云

　
先
ず
、
「
三
種
法
花
事
」
と
し
て
一
項
目
を
立
て
、
『
守
護
國
界
章
』
の
三
種
法
華
を
明
示
し
、
次
に
「
南
無
佛
」
等
の
三
種
法
華

を
示
し
、
次
に
身
口
意
に
展
開
し
、
三
種
合
掌
に
關
係
付
け
し
た
と
こ
ろ
を
以
て
、
簡
潔
に
纏
め
て
い
る
。

　
次
い
で
、
今
の
文
に
つ
い
て
、
長
文
の
説
明
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
繁
雜
で
あ
る
の
で
以
下
「
尋
云
」
部
分
の
み
を
擧
げ
て
み
る
。

　
ノ

テ

　
ニ

　
シ
　
リ
ト

　
・
尋
云
。
山
家
大
師
御
誕
生
時
。
本
尊
持
經
捧

手
誕
生
給
云
事
有

之
歟
如
何

　
ノ

　
ト

　
・
尋
云
。
南
無
佛
三
字
皆
成
佛
道
被

云
事
如
何

　
ナ
ル

　
・
尋
云
。
分
別
説
三
隱
密
法
花
事
如
何

　
ノ

　
ヲ

　
ト

　
・
尋
云
。
只
名
號
法
界
聲
塵
以

風
爲

體
云
事
如
何

テ

ヲ

　

ノ
　
ニ
ハ

　
ノ

ル

ヲ

　
ト

　
・
尋
云
。
以

天
台
宗

諸
宗
中
持
國
利
民
宗
守

王
法

最
頂
也
云
事
如
何
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と
あ
り
、
さ
ら
に
續
け
て
、

　
　
一
傳
云
。
慈
覺
御
傳
。
根
本
法
花
。
本
有
不
變
。
印
堅
實
合
掌
。
明
曰

胎
寂

　
　
隱
密
法
花
。
縁
起
諸
法
。
印
虚
心
合
掌
。
明
曰

金
照

　
　
顯
説
法
花
。
不
二
法
性
法
界
皆
蓮
。
印
八
葉
。
明
曰

寂
照
倶
時

　
　
　
　
私
云
。
此
事
相
構
相
構
能
能
可

尋

之
也

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
慈
覺
御
傳
と
し
て
、
或
は
「
慈
覺
大
師
御
入
唐
記
」
と
か
「
慈
覺
大
師
續
入
唐
記
」
と
言
わ
れ
る
も
の
を
指
す

か
、
三
種
法
華
・
三
種
合
掌
・
印
明
等
が
結
合
説
示
さ
れ
て
い
る
。

　
因
み
に
「
私
云
」
は
、
等
海
『
宗
大
事
口
傳
抄
』
（
天
全
九
、
四
八
二
下
）
で
は
、
「
一
海
云
」
と
な
っ
て
お
り
、
『
宗
大
事
口
傳

　
（
７
）

抄
』
が
『
相
傳
法
門
抄
』
を
依
用
援
用
し
て
い
る
一
つ
の
證
據
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
『
相
傳
法
門
抄
』
で
は
續
け
て
、

ノ
　
ニ

　
カ

　
ノ

シ
テ

　
ニ

　
　
尋
云
。
祖
師
中
誰
人
三
種
法
花
對

人
奉

授
事
有
云
事

　
ニ
ハ

　
ニ
ハ

　
　
仰
云
。
上
東
門
院
長
豪
。
嘉
陽
門
院
俊
範
云
云

　
（
８
）

と
あ
る
。
こ
の
記
載
は
『
宗
大
事
口
傳
抄
』
に
は
無
く
、
尊
舜
『
二
帖
抄
見
聞
』
中
に
粗
同
文
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
記
家
の
大
家
で

あ
る
黒
谷
光
宗
が
記
録
す
る
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
に
も
、

　
ハ

ナ
ン
ト
ニ

　
ル

　
ニ

ヲ
　
ル

ヲ
　
テ

　
　
一
偈
書
云
。
師
示
云
。
俗
人
若
女
身
　
　
授
此
云
書
授
也
。
題
名
唱
後
可

授

之
也
。

　
ニ
ハ

　
ニ
ハ

　
ニ
ハ

　
　
上
東
門
院
長
豪
　
嘉
陽
門
院
俊
範
　
大
宮
女
院
靜
明
　
　
已
上
被

奉

授

之
云
云
（
大
正
藏
七
六
、
六
〇
三
中
）

と
あ
っ
て
、
上
東
門
院
（
藤
原
彰
子
、
萬
壽
三
年
（
一
〇
二
六
）
院
號
宣
下
）
に
は
長
豪
（
～
一
〇
七
五
～
一
一
〇
七
～
）
。
嘉
陽
門

院
（
禮
子
内
親
王
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
院
號
宣
下
）
に
は
俊
範
（
～
一
一
八
七
～
一
二
五
九
～
）
。
大
宮
女
院
（
藤
原

子
、
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寶
治
二
年
（
一
二
四
八
）
院
號
宣
下
）
に
は
靜
明
（
～
一
二
四
四
～
一
二
八
六
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
三
種
法
華
を
授
け
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
記
事
中
の
三
院
と
三
師
と
の
關
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
年
代
的
に
は
矛
盾
し
な
い
。

　
次
に
、
『
相
傳
法
門
抄
』
は
續
け
て
、

　
ニ
ハ

　

ニ

　
　
尋
云
。
此
流
無
作
祕
印
云
事
有

之
歟
。
何
樣
云
事
耶

　
ノ

　
ナ
ル
　
ニ

　
ク

　
ノ

　
ハ

　
ノ

　
ハ

　
ノ

　
ハ

　
　
口
傳
仰
云
。
自
身
無
作
三
身
故
六
塵
六
作
擧
手
動
足
悉
無
作
印
也
。
一
身
一
印
無
作
四
威
儀
也
。
一
口
無
始
息
命
風
也
。
一
意
本

　
ノ

　
　
有
心
性
也

　
　
根
本
法
花
。
胎
金
不
二
寂
照
同
時
。
印
堅
實
合
掌
。
明
曰

本
有
清
淨
阿
字
也

　
　
隱
密
法
花
。
胎
藏
寂
因
曼
陀
羅
。
印
虚
心
合
掌
。
明
曰

妄
想
顛
倒
阿
字
也

　
　
顯
説
法
花
。
金
剛
界
照
果
曼
陀
羅
。
印
八
葉
。
明
曰

と
あ
り
、
先
の
慈
覺
御
傳
と
重
複
す
る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
が
、
無
作
祕
印
に
約
し
て
、
身
口
意
三
業
と
胎
金
兩
部
印
明
と
三
種
法
華

　
（
９
）

を
集
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
心
賀
は
俊
範
御
義
と
し
て
、
密
教
の
以
字
燒
字
と
顯
説
法
華
の
關
係
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

　
ニ

ス
ル

ヲ

　
　
尋
云
。
顯
説
法
花
對

字

心
如
何

　
ト
　
ヘ
ル

　
ニ

ニ

　
ノ

　
ト
テ

　
　
俊
範
法
印
御
義
云
。
以

字

燒
字
云
習
祕
教
有

之
也
。
於

字

妄
想
顛
倒
阿
字
。
修
徳
性
徳
阿
字
有

之
。
凡
夫
所

　
ノ

　
ハ

　
ノ

　
ハ

　
ヲ

　
ト

　
ノ

　

ノ

　
ス
ル
ハ

　
ス
ル

　
ニ

　
　
具
阿
字
妄
想
顛
倒
阿
字
也
。

字
以

風
爲

體
。
風
大
因
不
可
得
法
也
。
火
生
長
　
風
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
生
長
事
無

之
。
而
本
有

　
ノ

　
ノ

　
ニ
　
レ
テ

　

ノ
　
カ

　
ノ

　
ノ

　
ヲ

　
ス

　
ニ

　

ニ
　
ス
ル

　
　
清
淨
智
惠
。
妄
想
顛
倒
中
隱
有

之
處
。

字
風
妄
想
顛
倒
阿
字
ヲ
ヤ
キ
テ
本
有
清
淨
阿
字
顯
也
。
故
顯
説
法
花
對
也
。
天
台
大

　
シ
テ

　
ヲ

　

ハ

　
ノ

　

ノ
　
ヨ
リ　
レ
リ

　
ノ

　
　
師
於

大
蘇
法
花
道
場

三
昧
開
發
一
乘
悟
解
シ
タ
マ
ヒ
シ
事
。
藥
王
品
。
是
名
眞
法
供
養
如
來
文
起
。
此
即
一
乘
智
火
煩
惱
妄

　
ノ

　
ノ

　
ノ

　
ヲ

　
ス

　
ノ

　
ク

　
ニ

ノ

　
ス
ル

　

ノ

　
　
想
法
ヲ
ヤ
キ
ス
テ
テ
本
有
清
淨
本
覺
内
證
顯
燒
身
供
養
法
門
顯
密
全
無

不
同

云
云
。
祕
教
所

談
一
字
三
句
法
門
可

思

　
　
之
云
云
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以
上
に
よ
り
、
『
相
傳
法
門
抄
』
に
お
け
る
三
種
法
華
諸
説
の
粗
全
体
が
概
略
で
き
た
と
思
う
が
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、

心
賀
の
所
説
に
は
、
忠
尋
撰
號
を
持
つ
一
連
の
文
獻
で
見
ら
れ
た
、
②
［
起
源
］
南
岳
所
立
説
・
③
［
起
源
］
惠
威
所
立
説
・
④
［
起

源
］
智
威
所
立
説
等
に
全
く
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
が
ま
た
大
き
な
問
題
點
と
な
っ
て
く
る
。
忠
尋
撰
と
さ
れ

る
文
獻
は
、
中
古
天
台
口
傳
法
門
の
重
要
書
と
さ
れ
る
が
、
惠
心
椙
生
流
の
嫡
流
を
繼
ぐ
心
賀
が
、
全
く
感
知
し
て
い
な
い
か
の
如
く

で
あ
る
こ
と
は
、
忠
尋
撰
號
を
持
つ
文
獻
成
立
と
も
何
か
し
ら
關
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
４

　
次
に
、
檀
那
流
系
統
の
關
係
に
つ
い
て
、
概
略
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
先
ず
、
尊
舜
『
摩
訶
止
觀
見
聞
』
中
に
は
、

　
ハ

　
ハ

　
ハ

　
　
慧
光
院
相
傳
云
。
以

三
經

爲

三
種
法
華

心
經
根
本
法
華
。
小
阿
彌
陀
經
陰
密
法
華
。
八
軸
妙
經
顯
説
法
華
。
然
時
又
心

　
　
經
摩
訶
全

同
止
觀

也
。
（
佛
全
二
九
、
三
三
下
）

と
あ
り
、
先
に
見
た
⑯
［
展
開
］
三
經
典
（
『
天
台
相
傳
祕
決
鈔
』
・
『
天
台
名
匠
口
決
抄
』
・
『
北
谷
祕
典
』
「
鐵

書
」
（
身
延

山
藏
寫
本
）
）
と
同
じ
内
容
の
も
の
が
示
さ
れ
て
い
る
。
或
は
同
じ
く
『
摩
訶
止
觀
見
聞
添
註
』
に
は
「
惠
光
院
澄
豪
師
具
義
云
」

（
佛
全
二
九
、
三
四
上
）
と
し
て
、
三
經
典
に
配
當
し
た
説
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
既
に
、
尊
舜
以
前
の
明
辨
注
『
天
台
相
傳
祕
決
鈔
』

に
て
、
「
惠
光
院
傳
云
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
『
天
台
名
匠
口
決
抄
』
で
は
、
「
惠
心
先
徳
事
相
三
種
法
華
相
傳
時
」
と
あ
っ
て
、
惠

心
流
に
關
係
す
る
が
如
く
に
説
か
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意
が
必
要
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
更
に
詳
し
く
纏
ま
っ
た
文
獻
を
現
在
見
出
せ
な

　
（

）

い
の
で
あ
る
。
今
後
、
澄
豪
・
永
弁
な
ど
、
お
よ
そ
檀
那
流
の
主
要
諸
師
の
文
獻
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
本
論
で
は
、
檀
那
黒
谷
流
の
戒
家
に
相
傳
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
見
て
み
る
。
先
ず
戒
潅
頂
戒
儀
中
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
示
し
、
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（

）

次
に
戒
潅
頂
の
重
書
で
あ
る
興
圓
草
『
圓
戒
十
六
帖
』
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
先
ず
戒
潅
頂
戒
儀
の
『
戒
潅
授
法
』
に
は
、

　

ツ

　
ノ

　
ノ

　
ヲ

　
ノ

シ

　
ノ

　

ノ

　
　
次
授
印
。
先
合
掌
印
。
合
掌
以
敬
心
○
十
界
一
念
。
生
佛
一
如
。
萬
法
不

出

合
掌
印

天
地
未
分
時
如

鷄
子

衆
生
在
胎

ヲ

　
ヲ

ス
ル

　
ヲ

　
　
時
以

胞
衣

包

之
。
亦
合
掌
也
。
草
木
生

芽
時
合
掌
也

　

ノ

　
ト

　
ノ

　
　
次
三
種
法
華
印
。
先
堅
實
合
掌
。
於
一
佛
乘
者
。
根
本
法
華
經
也
。
次
未
敷
蓮
華
。
分
別
説
三
者
。
隱
密
法
華
經
也
。
次
八
葉
印
。

　
ト

　
　
唯
有
一
乘
者
。
顯
説
法
華
經
也
（
續
天
全
圓
戒
１
、
一
〇
上
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
元
應
寺
流
戒
儀
書
の
部
分
で
あ
る
が
、
「
授
印
」
の
合
掌
印
、
次
に
「
三
種
法
華
の
印
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
堅
實

合
掌
―
於
一
佛
乘
―
根
本
法
華
經
。
未
敷
蓮
華
―
分
別
説
三
―
隱
密
法
華
經
。
八
葉
印
―
唯
有
一
乘
―
顯
説
法
華
經
と
關
係
付
け
ら
れ
、

戒
潅
頂
の
戒
儀
次
第
の
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
多
方
面
に
現
わ
れ
た
影
響
の
一
義
と
し
て
、
特
に
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
次
に
、
戒
家
の
大
家
で
あ
る
傳
信
和
尚
興
圓
草
『
圓
戒
十
六
帖
』
を
見
て
み
る
。

　
ノ

　
　
祕
訣
云
。
又
有

三
種
合
掌

如

受
法
訣

追
可

註

之
云
云
　
　
示
云
。

　
ト

　
　
問
。
三
種
合
掌
者
其
相
貌
如
何
　
　
答

　
ル
ニ

　

ニ

　
ヲ

ニ

　
ハ

　
　
予
相

承
此
祕
訣

一
度
披
見
如

向

明
鏡

再
無

待

口
決

先
師
後
再
不

委
説

只
此
書
得

掌
中

之
上
。
悦

テ

　
ニ

ヲ

　
ノ

　
シ
テ

　
ヲ

　
ル
ニ

　
　
喜
滿

胸
無
上
寶
聚
不
求
自
得
之
思
サ
テ
止
了
。
先
師
閉
眼
以
後
見

此
書

有

此
文

迷
惑
失

方
角

問
決
無

據
。

ト
シ
テ
カ

　
ヲ

　

ス

ル

ニ

　
ニ

　
ノ

　
ハ

ニ

　
　
師

　
誰
可

問
明

悲
歎
　
無

甲
斐

所
謂
戒
法
祕
印
口
決
只
當
流
之
己
證
。
一
人
相
承
之
法
門
也
。
嗚
呼
當

此
時

　
シ
テ

　
ノ

　

カ

ニ

　
ノ

　
ニ

　
　
法
輪
停
轉
斷

佛
種

最
後
斷
種
殃
。
損

自
損

他
。
歎
中
歎
悲
中
悲
何
事
過

之
耶
。
但
再
案

之
慈
覺
大
師
祕
口
決
有

　
　
三
種
合
掌
印

以

之
可

口
決

也
。
是
則
最
極
祕
事
也
云
云

　
　
問
。
其
印
相
如
何
　
答
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ハ

　
ハ

　

ノ

　
ナ
ル
カ

　
　
此
事
山
門
一
流
大
事
。
戒
法
至
極
之
祕
事
也
。
其
故
顯
密
一
致
大
事
　
故
也
。
依

之
慈
覺
大
師
口
決
云

　
　
　
於
一
佛
乘
者
　
根
本
法
花
教
也
　
堅
實
合
掌
印

　
　
　
分
別
説
三
者
　
陰
密
法
花
教
也
　
未
敷
蓮
花
印

　
　
　
唯
有
一
乘
者
　
顯
説
法
花
教
也
　
開
敷
蓮
華
印

　
ト

　
ニ

　
ス
ル

　
　
口
傳
云
。
堅
實
合
掌
者
諸
法
實
相
一
印
也
。
圓
宗
鎭
主
大
黒
天
神
根
本
印
者
堅
實
合
掌
印
也
。
仍
一
印
習
合
祕
曲
也
。
慈
覺
大
師

　
ノ

　
ニ

　

ト

　
ト

　
　
御
釋
中
中
道
者
天
部
也
云
云
（
中
略
）

ヲ

　
ト

　
ハ

ニ

　
ヲ

ニ

　
　
示
云
。
以

三
種
法
花

三
印
云
事
隨
分
祕
事
也
。
慈
覺
大
師
御
釋
云
。
先
師
於

淨
土
院

此
口
決
相

承
于
予

文

　
ハ

ヲ

　
ト

　
ス
ル

　
ニ
ハ

　
ハ

　
ニ

　
ニ
ハ

ヲ

　
ヲ

　
　
戒
家
意
以

合
掌
印

一
大
事
祕
藏
也
。
其
説
所
爲
説
實
相
印
合
掌
一
心
待
等
也
。
此
常
出
所
據
也
。
只
深
密
以

題
名

習
祕

　
ス
ル

　

ト

　
ナ
ル
カ

　
テ

　
ニ

　
ル
　
ニ
テ

　

ノ
　
ニ

　
ニ

　
ト

　
テ

　
ス
ル

　
　
藏
也
。
蓮
花
者
合
掌
　
故
也
。
依
餘
祕
義
兩
字
裏
薄
墨
合
掌
注
付
口
決
也

　
ニ

　
ト

　

ハ

　
ヲ

　
ハ

　
ヲ

　
シ
テ

　
ナ
ル

　
ト

　
ヲ
　
シ
キ

　
セ
ム
ト
　
タ
ル

　
　
三
印
共
境
智
冥
合
之
義
也
。
堅
實
合
掌
者
。
境
印

智
智
印

境
。
境
智
冥
合
本
來
之
義
也
。
未
敷
蓮
花
者
。
境
智
少
開
演
　
動

　
ト

　
ハ

　
ク

　

シ

タ

ル

　
　
義
也
。
開
敷
蓮
花
者
。
合
散
無
妨
不
二
冥
合
印
也
。
是
正
開
演
　
義
也
。
（
中
略
）

　

ト

　

ニ

　
テ

ヲ

　
モ

ヲ

ヲ

　
ハ

　
　
仍
三
種
合
掌
者
三
種
法
花
印
也
。
自

本
戒
家
相
承
置

傍
依
經

事
以

三
種
法
花
之
意

立

依
經

故
也
。
此
三
世
諸
佛

　
ヲ

　
ノ

　
ニ
　
タ
ル

　
ニ
テ
　
ル
カ

　
　
教
法
掌
内
納
祕
藏
大
事
也
。
生
死
一
大
事
此
印
明
故
也
。
祕
中
祕
不

可

口
外

可

祕
。
可

祕

　
　
　
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
極
月
二
十
一
日
書

之
　
　
佛
子
興
圓

　
　
　
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
壬
申
七
月
二
十
八
日
書

寫
之

　
佛
子
光
宗
（
續
天
全
圓
戒
１
、
一
〇
二
下
～
五
上
）

　
先
ず
、
三
種
合
掌
に
つ
い
て
、
興
圓
（
一
二
六
三
～
一
三
一
七
）
は
、
こ
の
祕
訣
を
先
師
（
惠
顗
）
よ
り
相
承
し
た
け
れ
ど
も
、
先

師
の
滅
後
還
っ
て
そ
の
内
容
に
迷
惑
し
、
そ
の
祕
印
を
慈
覺
大
師
祕
口
決
の
三
種
合
掌
印
に
求
め
た
と
さ
れ
、
そ
の
印
相
は
山
門
一
流

の
大
事
、
戒
法
至
極
の
祕
事
、
顯
密
一
致
の
大
事
と
評
さ
れ
、
そ
れ
は
、
於
一
佛
乘
者
。
根
本
法
華
教
也
。
堅
實
合
掌
印
。
分
別
説
三
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者
。
陰
密
法
華
教
也
。
未
敷
蓮
華
印
。
唯
有
一
乘
者
。
顯
説
法
華
教
也
。
開
敷
蓮
華
印
の
三
種
合
掌
が
示
さ
れ
て
、
一
代
の
諸
經
が
法

華
に
集
約
さ
れ
、
妙
法
の
蓮
華
が
合
掌
に
表
さ
れ
、
三
印
合
掌
が
境
智
冥
合
の
三
種
の
義
を
顯
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
三
種
法

華
を
も
っ
て
三
印
と
い
う
こ
と
は
、
隨
分
の
祕
事
で
あ
り
、
戒
家
の
意
は
、
合
掌
印
を
も
っ
て
一
大
事
と
祕
藏
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
興
圓
の
弟
子
惠
鎭
（
一
二
八
一
～
一
三
五
六
）
は
、
先
師
の
祕
訣
は
こ
の
三
種
合
掌
の
こ
と
で
は
な
く
、
實
は

三
重
合
掌
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
三
種
法
華
と
合
掌
印
と
が
、
檀
那
流
系
統
の
黒

谷
戒
家
の
流
れ
の
中
に
確
認
出
来
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
點
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
明
辨
『
天
台
相
傳
祕
決
鈔
』
や
尊
舜
『
摩
訶
止
觀

見
聞
』
中
に
記
さ
れ
た
、
慧
光
院
澄
豪
説
と
し
て
の
心
經
・
阿
彌
陀
經
等
の
三
經
典
と
三
種
法
華
を
結
合
し
た
説
が
、
本
書
に
は
見
ら

れ
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
三
種
法
華
の
展
開
を
見
る
上
で
、
重
要
な
問
題
點
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
５

　
次
に
、
心
賀
・
興
圓
共
に
密
教
と
の
關
係
か
ら
の
展
開
が
、
慈
覺
大
師
相
傳
に
託
つ
け
て
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

密
教
と
の
關
係
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
更
に
、
日
蓮
宗
系
統
へ
の
展
開
影
響
に
つ
い
て
も
檢
討
考
察
し
て
み
る
。

　
先
ず
、
前
に
見
た
よ
う
に
、
三
種
法
華
と
胎
金
兩
部
や
印
明
な
ど
と
の
關
連
付
け
は
、
惠
心
檀
那
兩
流
に
見
ら
れ
た
が
、
實
に
東
密

系
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
東
密
三
十
六
流
の
一
つ
で
、
佛
種
房
心
覺
（
一
一
一
七
～
一
一
八
〇
）
を
祖
と
す
る
常
喜
院
流
に
相
傳
さ
れ
る
印
信
に
、
三
種
法
華

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
流
派
は
、
廣
澤
根
本
六
流
分
派
以
前
、
大
御
室
性
信
親
王
の
下
に
て
分
か
れ
た
觀
音
院
流
祖
寛
意
の
法

　
（

）

系
と
さ
れ
、
流
祖
心
覺
は
、
も
と
台
密
寺
門
園
城
寺
の
学
僧
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
特
に
智
證
大
師
系
統
の
流
れ
で
あ
る
こ
と
は
、

大
変
興
味
深
い
。
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先
ず
、
常
喜
院
流
覺
阿
淨
空
相
承
印
信
四
十
七
通
（
『
東
密
諸
法
流
印
信
類
聚
』
第
九
巻
四
七
六
～
五
三
一
頁
）
を
見
て
み
る
。

「
常
喜
院
流
目
録
」
の
内
、
第
二
十
法
華
大
事
と
第
三
十
五
法
華
大
事
と
の
二
通
が
あ
る
。
内
容
を
見
て
み
る
。

　
　
三
種
法
華
大
事
　
常
　
二
十
　
　
二
紙
一
裹

　
　
三
種
法
華
大
事
　
常

　
　
　
法
華
大
事

　
　
　
印
　
大
日
法
身
塔
婆
印
　
無
所
不
至
印

　
　
　
明
　

　
　
　
　
　
　
以
上
口
決
在
別

　
　
　
　
　
授
與
　
　
　
傳
燈
大
阿
闍
梨
心
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
已
上
一
紙

　
ト

　
ト

　
ト

　
ト
シ
テ

　
　
凡
付

法
華

有

三
種
法
華
云
事

所
謂
根
本
法
花
隱
密
法
華
顯
説
法
華
也
。
先
根
本
法
華
者
。
天
眞
獨
朗
證
智
圓
明
　
不

ヲ

モ

　
モ

　
ケ

　

ヲ

　
ト

　
ト

　
　
分

機
法

天
地
不

開
所
根
本
法
花
云
也
。
隱
密
法
華
者
。
佛
出
世
本
懷
雖

爲

説

法
華

衆
生
機
根
未
熟
之
間
。
四
味

　
ノ

　
ヲ

　
キ

　

フ

　
ノ

　
シ
テ

　
ト

　

ノ

　
ト

　
　
三
乘
教
説
給
事
法
華
内
證
隱
密
説
給
故
。
隱
密
法
華
云
也
。
顯
説
法
華
者
。
今
妙
法
花
經
八
ケ
年
説
是
也
。
抑
此
一
乘
法
華
者
。

　
ノ

　
ノ

　
ト
シ
テ

　
ハ
　
ニ
ハ

　
ノ

　
ハ

　
　
諸
佛
出
世
本
懷
衆
生
成
佛
直
道
　
諸
經
中
王
也
。
爰
以
受
持
讀
誦
解
説
書
寫
五
種
法
師
現
得

六
根
清
淨
果

當
來
成
佛
無

疑

　
ノ

　
ヲ

　
シ

　
レ
ハ

　
ノ

　
　
云
云
。
此
三
種
法
花
能
能
觀
念
心
得
世
間
衆
生
何
事
漏

法
華
修
行

者
無

之
文

　
　
　
印
口
傳
　

　
ニ

　
　
　
　
　
裏
付
　
　
淨
空
私
云
。
此
口
決
纔
只
淺
略
法
花
也
。
無

一
語
及

深
祕
法
花

者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
已
上
一
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
已
上
二
紙
一
裹

　
こ
れ
が
第
二
十
の
法
華
大
事
で
あ
る
。
第
三
十
五
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
文
同
内
容
で
、
裏
付
「
淨
空
私
云
」
と
「
未
敷
蓮
云
云
」

と
が
、
あ
る
か
な
い
か
の
相
違
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
印
信
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
立
を
窺
わ
せ
る
年
代
等
の
記
述
が
な
い
。
假
に
、
こ
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の
四
十
七
通
中
の
第
四
十
五
「
五
重
」
の
奧
書
を
參
照
し
て
み
る
と
、

　
　
五
重
　
常
喜
院
　
　
四
十
五
　
　
一
紙
一
裹
（
奧
書
）

　
　
　
承
久
二
年
庚
辰
（
一
二
二
〇
）
八
月
十
九
日
傳
之
了

　
　
　
康
元
二
年
（
一
二
五
七
）
正
月
二
日
書
寫
傳
受
了
　
　
已
上
本
記

　
　
　
建
徳
三
年
（
一
三
七
二
）
正
月
廿
一
日
書
寫
傳
受
了
　
照
海

　
　
　
嘉
慶
二
年
戊
辰
（
一
三
八
八
）
六
月
廿
二
日
奉
授
果
海
上
人
了

　
　
　
應
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
八
月
廿
二
日
　
　
照
海

　
　
　
延
享
四
丁
卯
（
一
七
四
三
）
八
月
十
五
日
　
　
授
與
　
淨
空

　
　
　
昭
和
四
己
巳
（
一
九
二
九
）
十
月
三
十
日
　
　
授
與
　
傳
燈
大
阿
遮
梨
大
僧
正
心
鏡
　
　
　
　
　
　
已
上
一
紙
一
裹

と
あ
っ
て
、
承
久
二
年
に
傳
了
、
康
元
二
年
に
書
寫
傳
受
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
傳
受
者
や
書
寫
者
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
「
已
上
本
記
」
と
い
う
こ
と
も
明
瞭
で
な
く
、
建
徳
三
年
照
海
傳
受
邊
り
が
、
或
は
成
立
年
時
と
推
測
出
来
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
奧
書
が
「
法
華
大
事
」
印
信
に
も
、
當
て
は
ま
る
か
ど
う
か
も
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
た
だ
い
ず
れ
に
せ
よ
、
東
密
系
の
常
喜
院
流
に
相
傳
さ
れ
る
印
信
類
の
中
に
、
内
容
も
「
根
本
法
華
と
は
、
天
眞
獨
朗
證
智
圓
明
と

し
て
機
法
と
も
分
た
ず
、
天
地
も
開
け
ざ
る
と
こ
ろ
を
根
本
法
華
と
い
う
な
り
。
」
と
説
く
よ
う
に
、
正
に
中
古
天
台
で
展
開
し
た
三

種
法
華
説
が
援
用
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
①
［
起
源
］
傳
教
大
師
説
の
根
本
・
隱
密
・
顯
説
の
三
種
法
華
を
基
本
に
、
最
後
に
印

口
傳
と
し
て
「

」
と
慈
覺
相
傳
と
さ
れ
る
⑪
［
展
開
］
胎
金
兩
部
・
無
作
祕
印
と
の
關
連
も
想
起
さ
れ
る
點
は
、
大
變
に
興
味

深
い
印
信
で
あ
る
。
こ
れ
が
若
し
、
天
台
内
部
か
ら
で
は
な
く
、
常
喜
院
流
の
よ
う
な
外
部
か
ら
の
影
響
で
、
逆
に
天
台
内
で
起
源
基

本
の
三
種
法
華
と
、
印
明
・
合
掌
と
い
っ
た
事
相
と
が
結
び
付
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
確
實
な
證
據
は
見
出
せ
な
い
。

19

　
　
　
　
　
６

　
次
に
、
三
種
法
華
説
は
日
蓮
宗
系
統
に
も
影
響
展
開
し
て
い
る
。
關
係
す
る
と
こ
ろ
を
見
て
み
る
。

　
先
ず
、
日
蓮
聖
人
に
は
多
數
の
眞
撰
が
現
存
、
あ
る
い
は
曾
存
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
三
種
法
華
説
に
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
見

ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
次
に
提
示
す
る
も
の
に
は
、
明
ら
か
に
三
種
法
華
、
或
は
三
種
合
掌
に
も
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
先
ず
、
『
眞
言
見
聞
』
（
系
年
文
永
九
年
（
一
二
七
一
）
）
に
は
、

シ

タ
リ

　
ヲ

　
ト

　
　
仁
王
經
も
羅
什
の
所
譯
に
は
印
眞
言
無

之
。
不
空
所
譯
之
經
に
は
副

之
。
知
ン
ヌ
是
譯
者
意
樂
也
。
其
上
法
華
經
に
は
爲
説

　
　
實
相
印
と
説
て
合
掌
の
印
有

之
。
（
昭
和
定
本
『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
一
卷
、
六
五
四
頁
）

と
あ
り
、
「
合
掌
の
印
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
三
種
法
華
説
に
關
係
す
る
用
語
は
見
當
た
ら
な
い
。

　
次
に
、
『
御
義
口
傳
』
上
「
譬
喩
品
九
箇
大
事
」
（
系
年
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
）
に
は
、

　
ノ

　

ノ
　
ニ

　
ク

ス
ル
ト
ハ

ヲ

　

ハ

ク

　
ノ

　
ト

　
ハ

ス

　
ト

シ

　
ノ

　
　
第
二
即
起
合
掌
事
　
　
文
句
五
云
敍

　
外
儀

者
即
起
合
掌
名

身
領
解

昔
權
實
爲

二
如

掌
不

合
今
解

權
即
實

シ

　
ノ

　
ノ

　

ス
ル
カ

　
ト
ハ

　
ハ

ス

ス

　
ニ

シ
テ

ト

ス

ヲ

　
ハ

　
　
如

二
掌
合

向
佛
者
昔
權
非

佛
因

實
非

佛
果

今
解

權
即
實

成

大
圓
因

因
必
趣

果
故
言

合
掌
向
佛

矣
。

　
ニ

　

ク

　
ト
ハ

　

ノ

　
ト
ハ

ル
ト

ヒ

ニ

　
フ

　
ハ

　

ハ

　
ヲ

　
ト

　
　
御
義
口
傳
云
合
掌
者
法
華
經
異
名
也
。
向
佛
者
奉

値

法
華
經

云
也
。
合
掌
色
法
也
。
向
佛
心
法
也
。
色
心
二
法
妙
法
開

　
ス
ル
ヲ

　
ト

　
ク

テ

ニ

　
ノ

リ

　
ト
ハ

　
ト
ハ

　
ク
　
ト
ハ

　
ト
ハ

　
　
悟
　
歡
喜
踊
躍
説
也
。
於

合
掌

又
二
意
有

之
。
合
者
妙
也
掌
者
法
也
。
又
云
合
者
妙
法
蓮
華
經
也
掌
者
二
十
八
品
也
。

　
ク
　
ト
ハ

　
ト
ハ

　
ハ

　
ハ

　

ノ
　
ク

　
ヲ

シ

　

ト

　
ヲ

ス

　
ト

　
ク

　
ノ

　
　
又
云
合
者
九
界
掌
者
佛
界
也
。
九
界
權
佛
界
實
也
。
妙
樂
大
師
云
九
界
爲

權
佛
界
爲

實
矣
。
十
界
悉
合
掌
二
字
納
森
羅
三

　
ノ

キ

ル

コ

ト

ニ

　
シ
テ

　
ノ

　

ノ

リ

　
ノ

　

ハ

　
ノ

　
リ
ト
　
ツ

　
ヲ

ス

　
　
千
諸
法
莫

非

　
合
掌

也
。
惣
三
種
法
華
合
掌
有

之
。
今
妙
法
蓮
華
經
三
種
法
華
未
分
也
。
雖

爾
先
顯
説
法
華
爲

ト

テ

　
ハ

　
ト
ハ

　
ノ

　

ニ

シ

　
ノ

　
　
正
意

也
。
依

之
傳
教
大
師
於
一
佛
乘
者
根
本
法
華
教
也
。
○
妙
法
之
外
更
無

一
句
餘
經
矣
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
定
本
『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
三
卷
、
二
六
二
二
～
三
頁
）
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と
あ
り
、
こ
こ
で
は
譬
喩
品
の
「
即
起
合
掌
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
『
法
華
文
句
』
五
を
引
用
し
、
「
御
義
口
傳
」
と
し
て
、
特
に
「
惣

じ
て
三
種
法
華
の
合
掌
こ
れ
有
り
」
と
三
種
法
華
お
よ
び
そ
の
合
掌
と
い
う
用
語
が
言
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
『
具
騰
本
種
正
法
實
義
本
迹
勝
劣
正
傳
（
百
六
箇
抄
）
』
（
系
年
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
）
に
は
、

　
ノ

　
ノ

　
ハ

ハ

　

ハ

　
ハ

　
ノ

　
ハ

　
　
二
十
三
、
下
種
三
種
法
華
本
迹
、
二
種
迹
、
一
種
本
也
。
迹
門
隱
密
法
華
、
本
門
根
本
法
華
、
迹
本
文
底
南
無
妙
法
蓮
華
經
顯
説

　
　
法
華
也
。
（
昭
和
新
定
『
日
蓮
大
聖
人
御
書
』
第
三
卷
、
二
七
一
一
頁
）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
特
徴
あ
る
三
種
法
華
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
迹
門
―
隱
密
法
華
。
本
門
―
根
本
法
華
。
迹
本
文
底
南

無
妙
法
蓮
華
經
―
顯
説
法
華
と
い
う
三
種
法
華
説
は
、
こ
の
文
獻
の
成
立
流
傳
と
大
い
に
關
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
『
法
華
本
門
宗
要
鈔
』
上
（
系
年
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
）
に
は
、

　
ノ

　
ニ

　
ク

　
ノ

　
ト

　
ノ

　
ト

　
ハ

リ

　
ノ

ニ

　

ク

テ

ヲ

　
テ

　
　
惠
心
釋
曰
已
今
當
妙
與

法
華
妙

同
味
曰
據

謗
法
罪

永
不

出

地
獄

云
云
。
謹
勘

　
十
宗
大
都

皆
迷

一
代
聖

ニ

ラ

　
ヲ

　
ニ

シ

ル

コ

ト

　
ノ

　
ヲ

タ

ラ

　
ノ

　

セ

ル

コ

ト

ヲ

　
ニ

　
　
教

未

知

根
本
法
華
之
元
意

故
復
無

知

　
三
種
法
華

未

知

法
華
經
超

過
　
　
於
諸
經

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
定
本
『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
三
卷
、
二
一
五
五
頁
）

と
あ
り
、
「
根
本
法
華
之
元
意
」
と
か
「
三
種
法
華
」
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
『
法
華
本
門
宗
要
鈔
』
下
に
は
、

　
ル
ニ

　
ノ

　
ノ

　
ノ

　
ノ

　

ノ

　
　
而
無
作
本
有
久
遠
實
相
本
門
五
百
塵
點
劫
實
相
。
迹
門
三
千
塵
點
劫
爾
前
今
日
顯
説
法
華
實
相
。
法
爾
天
然
元
意
實
相
。
天
眞
獨

　
ノ

　
ク

テ
ハ

　

ノ

ニ

　
チ

シ

　
　
朗
果
滿
實
相
。
全
於

實
相
體

即
無

勝
劣

（
昭
和
定
本
『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
三
卷
、
二
一
六
五
頁
）

と
あ
り
、
顯
説
法
華
の
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
『
萬
法
一
如
鈔
』
（
系
年
不
詳
）
に
は
、

　
レ

　
フ

タ

ラ

　
ト

　
　
夫
華
嚴
は
根
本
法
華
と
云
も
蓮
の
花
の
さ
か
へ
た
る
が
如
し
。
未

成

菓
。
華
嚴
根
本
の
花
つ
ぼ
み
た
り
と
も
、
其
花
さ
か
ず

　
　
し
て
其
ま
ま
な
ら
ば
無
用
也
。
（
昭
和
定
本
『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
三
卷
、
二
一
九
七
頁
）
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と
あ
り
、
華
嚴
―
根
本
法
華
の
關
係
に
つ
い
て
、
觸
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
『
日
大
直
兼
台
當
問
答
記
』
に
は
、

　
　
尋
云
。
、
此
妙
法
蓮
華
經
ト
云
ハ
三
種
ノ
法
華
ノ
中
ヘ
ハ
何
ゾ
耶
、

　
　
直
兼
云
、
顯
説
法
華
ノ
義
云
云
、
（
『
日
蓮
宗
宗
學
全
書
』
第
二
卷
、
四
二
八
頁
）

と
あ
り
、
坂
本
大
和
尚
圓
實
坊
法
印
權
大
僧
都
直
兼
と
住
本
寺
本
覺
法
印
日
大
（
一
三
〇
九
～
一
三
六
九
）
と
の
問
答
が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
「
尋
云
」
つ
ま
り
日
大
が
既
に
三
種
法
華
の
用
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
注
意
が
必
要
で
、
日
大
以
前
に
は
、
何
か
の
形
で
三

種
法
華
説
が
、
日
大
に
傳
聞
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
、

　
　
日
大
尋
云
、
去
去
年
本
門
釋
迦
造
立
云
云
、
印
契
ハ
教
主
脇
士
等
合
掌
ヲ
皆
造
立
ス
云
云
如
何
、

シ

　
ル

　

ノ

　
ニ

　
ハ

ス

　

ト

　
　
直
兼
云
、
尤
モ
可

然
、
其
故
ハ
、
儀
軌
云
、
十
指
合
掌
印
、
諸
印
之
爲

母
云
云
、
總
シ
テ
法
華
ハ
一
部
始
終
合
掌
文
、
三
種

　
ハ

　
ハ

　
ハ

　
　
法
華
ノ
時
、
根
本
法
華
ハ
堅
實
合
掌
、
〔
二
掌
堅
ク
合
〕
虚
心
合
掌
〔
十
指
合
少
シ
不
合
〕
隱
密
法
華
、
開
敷
蓮
華
合
掌
、
〔
指

　
レ
ハ

フ

ニ

リ

　

ノ

　
ヒ

ル

コ

ト

　
　
ヲ
皆
開
テ
左
右
ノ
手
ヲ
合
〕
顯
説
法
華
等
也
。
爾
者
十
指
堅
實
合
掌
尤
モ
叶

道
理

也
。
文
五
云
、
有

爾
前
權
實
相
隔

　
、

シ

ノ

　
ノ

　

ハ

シ

　
ノ

ス

ル

カ

　
レ
ハ

シ

　
　
如

不
合
二
掌

、
法
華
體
權
即
實
、
如

二
掌
合

　
、
爾
者
無

相
違

云
云
、

　
　
直
兼
云
、
眞
言
三
身
種
子
ノ
義
、
（
以
下
略
）
（
『
日
蓮
宗
宗
學
全
書
』
第
二
卷
、
四
三
一
頁
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
根
本
法
華
―
堅
實
合
掌
、
隱
密
法
華
―
虚
心
合
掌
、
顯
説
法
華
―
開
敷
蓮
華
合
掌
が
、
直
兼
の
説
と
し
て
記
録

さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
『
三
種
法
華
聞
書
』
に
は
、
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
に
面
授
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。

　
・
三
種
法
華
事
　
　
（
⑫
［
展
開
］
御
持
經
と
同
じ
）

　
　
　
　
根
本
法
華 

 
 
 

南
無
開
三
顯
一
開
權
顯
遠
心
佛
衆
生
一
乘
妙
法
蓮
華
經
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隱
密
法
華 

 
 
 

南
無
佛

　
　
　
　
顯
説
法
華 

 
 
 

南
無
妙
法
蓮
華
經
　
　
　
相
傳
聞
書
云
、
慈
覺
大
師
續
入
唐
記
・
・
・

　
・
三
種
法
華
大
事
　
三
種
法
華
口
傳

　
　
　
　
根
本
法
華
本
有
不
變
印
合
掌
堅
印
　
明
曰
（
梵
字
略
）

　
　
　
　
隱
密
法
華
證
起
諸
法
印
虚
心
合
掌
　
明
曰
（
梵
字
略
）

　
　
　
　
顯
説
法
華
不
二
法
華
經
法
界
皆
印
八
葉
　
明
曰
（
梵
字
略
）

　
・
法
華
四
要
付
四
海
領
掌
大
事

　
　
　
　
方
便
品
　
　
　
智
拳
印
　
　
（
梵
字
略
）

　
　
　
　
安
樂
行
品
　
　
無
所
不
至
印
　
（
梵
字
略
）

　
　
　
　
壽
量
品
　
　
　
外
五
古
印
　
（
梵
字
略
）

　
　
　
　
普
門
品
　
　
　
引
導
印
　
　
私
云
佛
眼
印
　
（
梵
字
略
）

　
・
三
種
法
華
口
傳
　
　
（
以
下
の
本
文
は
、
光
宗
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
「
三
種
法
華
事
」
に
相
似
し
て
い
る
）

　
・
血
脈
事
　
　
靜
明 

 
 
 
 
 

尊
海 

 
 
 

寛
海 

 
 
 

傳
海

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

心
賀 

 
 
 

心
聰

　
・
一
偈
文
裏
云
　
　
上
東
門
院
―
長
豪
、
嘉
陽
門
院
―
俊
範
、
大
如
院
―
靜
明

　
・
三
種
法
華
　
　
裏
書
　
覺
大
師
御
傳
（
『
日
蓮
宗
宗
學
全
書
』
第
二
卷
、
四
三
七
～
四
四
四
頁
）

以
上
が
『
三
種
法
華
聞
書
』
の
概
要
で
あ
る
。
本
書
は
、
貞
治
五
年
の
相
傳
聞
書
で
あ
る
こ
と
は
奧
書
識
語
に
よ
り
明
瞭
だ
が
、
誰
が

誰
に
相
傳
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
明
記
は
な
い
が
、
住
本
寺
日
大
の
相
傳
か
。
内
容
は
、
正
に
惠
心
流
心
賀
の
『
相
傳
法
門
抄
』
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や
黒
谷
光
宗
集
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
で
提
示
す
る
三
種
法
華
説
と
ほ
ぼ
同
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
關
東
天
台
か
ら
の
相
傳
で
あ

る
の
か
、
ま
た
は
比
叡
山
京
都
相
承
な
の
か
も
確
定
で
き
な
い
が
、
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
奧
書
に
は
、

　
　
于
時
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
壬
戌
五
月
二
日
於
洛
陽
土
御
門
猪
熊
本
覺
寺

　
　
貫
首
日
顗
上
人
相
承
―
雖
後
後
末
代
不
見
之
可
弟
子
一
人
付
囑
　
授
與
者
矢
野
式
部
阿
闍
梨
　
　
生
年
六
十
五
歳
　
日
英
判

と
あ
り
、
或
は
比
叡
山
京
都
系
か
ら
の
相
傳
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
明
確
で
は
な
い
。

　
（

）

　
と
も
か
く
、
日
蓮
宗
系
統
の
文
獻
に
も
、
少
な
か
ら
ず
三
種
法
華
説
が
影
響
を
與
え
て
い
る
こ
と
は
、
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
し

か
も
、
日
蓮
聖
人
眞
撰
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
撰
述
に
は
、
三
種
法
華
説
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
に
、
多
少
疑
義
あ
る
文
獻
で
は
、
自

家
藥
篭
中
の
も
の
と
し
て
、
依
用
援
用
し
て
説
示
さ
れ
て
い
る
點
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
７

　
中
古
天
台
口
傳
法
門
文
獻
は
、
膨
大
な
數
量
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
『
本
理
大
綱
集
』
『
枕
雙
紙
』
『
天
台
法
華
宗
牛
頭
法
門
要
纂
』

『
眞
如
觀
』
な
ど
比
較
的
初
期
成
立
の
文
獻
に
は
、
三
種
法
華
説
は
見
當
た
ら
な
い
。
今
纔
に
管
見
出
来
得
た
文
獻
を
、
お
お
よ
そ
人

師
や
識
語
等
の
年
代
順
に
列
記
し
て
、
先
の
諸
説
番
號
を
注
記
し
、
整
理
し
た
と
こ
ろ
を
呈
示
し
て
お
く
。

「
三
種
法
華
」
關
係
一
覽

○
最
澄
（
七
六
六
～
八
二
二
）

　
『
守
護
國
界
章
』
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
成
立
　
　 

 
 
 
 
 

①

　
『
修
禪
寺
決
』
？
　
　
　
　
　
　
　 

 
 
 
 
 

④
（
①
）
（
智
威
所
立
説
・
自
證
法
華
・
根
本
法
華
・
五
時
判
）

　
『
三
大
章
疏
七
面
相
承
口
決
』
？
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
（
顯
説
法
華
の
み
）
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『
法
華
肝
要
略
注
秀
句
集
』
？
　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
（
根
本
・
隱
密
）
③
④
（
轉
變
法
華
の
み
）

○
良
源
（
九
一
二
～
九
八
五
）

　
『
一
代
決
疑
集
』
？
　
　
　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧

○
忠
尋
（
一
〇
六
五
～
一
一
三
八
）

　
『
法
華
略
義
見
聞
』
？
　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
④
⑦

　
『
法
華
略
義
聞
書
』
？
　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
②
③
⑥
（
相
似
）
⑬
⑱
⑲

　
『
法
華
文
句
要
義
聞
書
』
大
治
元
年
（
一
一
二
六
）
？ 

 
 
 

①
⑥
⑮
⑳

　
『
漢
光
類
聚
』
大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
？
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
（
三
種
法
華
の
用
語
な
し
）

○
心
覺
（
一
一
一
七
～
一
一
八
〇
）

　
『
常
喜
院
作
目
録
』
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
写
本
？

　
『
三
種
法
華
大
事
印
信
』
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
⑪

○
俊
範
（
～
一
一
八
七
～
一
二
五
九
～
）

　
『
一
帖
抄
』
俊
範
草
　
　
嘉
暦
四
年
（
一
三
二
九
）
心
聰
注
進 

 
 
 
 
 

①
⑤
（
第
五
時
顯
説
法
華
）

　
『
大
和
庄
手
裏
鈔
』
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
（
陰
密
法
華
の
み
）

○
日
蓮
（
一
二
二
二
～
一
二
八
二
）

　
『
眞
言
見
聞
』
？
　
文
永
九
年
（
一
二
七
一
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
合
掌
印
の
語
）

　
『
御
義
口
傳
』
伝
日
興
記
　
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
） 

 
 
 

①
⑩

　
『
具
騰
本
種
正
法
實
義
本
迹
勝
劣
正
傳
』
？
　
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
） 

 
 
 

（
⑰
相
似
）
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『
法
華
本
門
宗
要
鈔
』
？
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
） 

 
 
 
 
 

（
①
根
本
・
顯
説
法
華
。
三
種
法
華
）

　
『
萬
法
一
如
鈔
』
？
　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
⑤
⑥
華
嚴
―
根
本
法
華
）

○
靜
明
（
～
一
二
四
四
～
一
二
八
六
）

　
『
天
台
宗
圖
』
？
　
　
　
　
　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑰

○
政
海
（
一
二
三
一
～
一
二
九
八
～
）

　
『
天
台
傳
南
岳
心
要
抄
』
　
　
　 

 
 
 
 
 

①

○
惟
暹
（
～
一
二
七
四
～
九
一
～
）

　
『
窮
源
盡
性
抄
』
第
七
　
　
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
以
前 

 
 
 
 
 
 
 

①
⑩
（
合
掌
）

○
隆
禪
（
一
二
六
〇
～
一
二
九
一
～
）

　
『
窮
源
盡
性
抄
』
第
一
　
　
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
） 

 
 
 

②
（
佛
惠
・
開
會
？
）

○
心
賀
（
一
二
四
三
～
一
三
一
〇
～
）

　
『
二
帖
抄
』
　
　
心
賀
　
　
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
　
　 

 
 
 
 
 
 
 

①

　
『
相
傳
法
門
抄
』
心
賀
　
　
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
以
後 

 
 
 
 
 
 
 

①
（
⑥
一
代
五
時
）
⑩
⑪
⑫

○
惠
顗
？

　
『
戒
潅
授
法
』
？
　
　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
⑩

○
興
圓
（
一
二
六
三
～
一
三
一
七
）

　
『
圓
戒
十
六
帖
』
興
圓
草
　
　
正
和
五
年
（
一
三
一
六
） 

 
 
 
 
 

①
⑩

○
良
助
（
一
二
六
八
～
一
三
一
八
）
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『
法
華
輝
臨
遊
風
談
』
？
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
⑤

○
光
宗
（
一
二
七
六
～
一
三
五
〇
）

　
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
光
宗
　
　
元
應
元
年
（
一
三
一
九
） 

 
 
 
 
 
 
 

①
⑪
⑫

○
禪
海
？

　
『
血
脈
相
承
私
見
聞
』
Ｃ
暦
應
五
年
（
一
三
四
二
）
以
前
（
三
種
法
華
血
脈
の
項
目
）

○
心
聰
（
～
一
三
〇
九
～
一
三
四
七
～
）

　
『
藏
田
抄
』
心
聰
談
豪
海
記
　
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
　 

 
 
 
 
 
 
 

①
（
⑥
一
代
五
時
）
⑩
⑫

○
等
海
（
～
一
三
一
七
～
一
三
四
九
）

　
『
等
海
口
傳
抄
』
等
海
集
　
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
⑩
⑪
⑫

○
直
兼
？

　
『
日
大
直
兼
台
當
問
答
記
』
貞
治
二
・
三
年
（
一
三
六
三
～
四
） 

 
 
 

①
⑩
（
⑫
眞
言
三
身
種
子
義
）
⑭

○
〔
日
大
（
一
三
〇
九
～
一
三
六
九
）
か
〕
？

　
『
三
種
法
華
聞
書
』
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
　 

 
 
 
 
 
 
 

①
⑩
⑪
⑫
（
法
華
四
要
品
・
四
海
領
掌
印
）

○
明
辨
（
一
三
一
七
～
一
三
八
一
）

　
『
天
台
相
傳
祕
決
鈔
』
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
　 

 
 
 
 
 

①
（
⑥
一
代
五
時
）
⑩
⑪
⑫
⑮
⑯

○
尊
舜
（
一
四
五
一
～
一
五
一
四
）

　
『
二
帖
抄
見
聞
』
明
應
十
年
（
一
五
〇
一
）
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
⑤
⑥
⑩
⑪
⑫
⑮
⑯

　
『
法
華
經
鷲
林
拾
葉
鈔
』
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
頃 

 
 
 

①
②
④
⑤
⑥
⑨
⑫
⑯
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『
摩
訶
止
觀
見
聞
』
？
　
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦
⑧
（
添
註
①
④
⑨
⑫
⑮
）

　
以
上
の
よ
う
に
纏
め
て
み
る
と
、
文
獻
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
三
種
法
華
説
の
内
容
が
、
あ
る
書
で
は
①
［
起
源
］
傳
教
大
師
説
の

み
を
擧
げ
た
り
、
ま
た
特
徴
あ
る
三
種
法
華
説
が
、
あ
る
文
獻
の
み
に
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
今
後
の
中
古
天
台
文
獻
研
究
に
、
こ
の

三
種
法
華
説
の
存
在
と
、
ど
の
よ
う
な
三
種
法
華
説
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
を
檢
討
す
る
こ
と
も
必
要
な
作
業
と
思
わ
れ
る
。

　
無
動
寺
明
辨
（
一
三
一
七
～
一
三
八
一
～
）
が
注
す
る
『
天
台
相
傳
祕
決
鈔
』
に
は
、

ニ

　
ニ

　
ニ
ハ

　
ノ

　
ノ

　

ト
　
ノ

　
ト

　
ノ
　
ニ
ハ

　
ト
テ

　
　
但
世
間
人
人
於

相
承

異
本
有

之
。
誓
海
有
人
被

授
本
。
始
守
護
章
文
終
三
印
有

之
。
又
有
人
相
傳
本
覺
大
師
之
相
承

　
ト
モ

　

ニ

　

ト

　
ニ

　
ト

　
ニ

　
ノ
　
ニ
ハ

　
　
顯
密
取
合
ラ
レ
タ
ル
モ
有

之
。
然
心
聰
尊
海
授
マ
シ
マ
ス
本
。
尊
海
了
海
被

授
本
。
承
海
法
印
被

授
本
無

異
途

此
本

　
ノ

　
ノ

　

ト
　
ノ

　
ト
ノ

　
ニ

　
ノ

　
ノ

ヲ

　
ノ

　
ト

　
ノ

　
ハ

　
ニ

　
　
始
守
護
章
文
終
三
印
文
無

之
。
餘
文
并
示
言
等
同

之
。
仍
以

此
本

正
相
傳
本
云
ヘ
キ
也
云
云
。
サ
テ
守
護
章
文
私
本
文

　
ニ

ヲ

　
　
引
見
他
人
破

三
時
教

下
也
云
云
（
『
續
天
台
宗
全
書
』
口
決
１
、
五
四
九
上
）

と
あ
っ
て
、
明
辨
の
時
代
に
は
、
既
に
三
種
法
華
の
相
傳
書
に
種
々
異
本
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
心
賀
を
中
心
と
す

る
椙
生
流
の
人
師
が
三
種
法
華
説
を
主
に
相
承
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
他
流
の
事
も
ま
た
、
充
分
に
調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ
り
、

早
計
に
こ
の
問
題
の
答
え
は
出
せ
な
い
。

　
ま
た
、
忠
尋
撰
號
を
持
つ
文
獻
に
の
み
多
數
見
ら
れ
る
②
③
④
の
南
岳
・
惠
威
・
智
威
所
立
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、
三
種
法
華
と
三
種
合
掌
と
い
う
點
か
ら
見
る
と
、
忠
尋
撰
號
を
持
つ
文
獻
で
は
、
合
掌
に
は
一
切
觸
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
忠
尋
撰
號
文
獻
の
成
立
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
問
題
點
で
あ
ろ
う
。
合
掌
や
印
明
と
の
融
合
は
、
お
お
よ
そ
一
二
〇
〇

年
代
後
半
頃
よ
り
、
明
瞭
に
文
獻
上
に
現
わ
れ
て
く
る
が
、
そ
の
成
立
が
、
圓
密
一
致
・
密
勝
顯
劣
・
圓
密
戒
一
致
な
ど
、
そ
の
立
場

に
よ
っ
て
各
々
謀
ら
れ
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
特
に
、
文
獻
書
誌
研
究
に
お
い
て
、
三
種
法
華
説
の
用
例
が
あ
る
か

ど
う
か
を
問
題
と
し
て
、
今
後
調
査
檢
討
す
る
方
法
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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キ
ー
ワ
ー
ド
　
　
三
種
法
華
　
　
三
種
合
掌
　
　
中
古
天
台
　
　
惠
心
檀
那
兩
流
　
　
『
相
傳
法
門
抄
』

　
　
註

（
１
）
福
田
尭
穎
著
『
天
台
學
概
論
』
（
文
一
出
版
刊
、
復
刻
中
山
書
房
佛
書
林
刊
）
。

　
　
　
硲
慈
弘
著
『
日
本
佛
教
の
開
展
と
そ
の
基
調
』
（
下
）
（
三
省
堂
刊
、
復
刻
、
名
著
普
及
會
刊
）
。

　
　
　
上
杉
文
秀
著
『
日
本
天
台
史
』
正
（
復
刻
、
國
書
刊
行
會
刊
）
。

　
　
　
田
村
芳
朗
著
『
鎌
倉
新
佛
教
思
想
の
研
究
』
（
平
樂
寺
書
店
刊
）
。

　
　
　
『
天
台
本
覺
論
』
日
本
思
想
大
系
、
新
裝
版
（
岩
波
書
店
刊
）
。

　
　
　
澁
谷
亮
泰
師
「
三
種
法
華
論
」
（
『
山
家
學
報
』
第
十
九
～
二
十
一
號
）
。

13

　
　
　
小
島
文
保
氏
他
共
同
研
究
「
日
本
天
台
口
傳
法
門
の
研
究
」
（
佛
教
研
究
所
紀
要
第 

 

集
、
印
佛
二
三
―
二
・
二
四
―
一
）
。

　
　
　
例
え
ば
、
福
田
尭
穎
著
『
天
台
學
概
論
』
（
三
〇
二
～
三
頁
）
で
は
、
天
台
密
教
概
説
の
内
、
第
一
章
台
密
の
成
立
に
お
い
て
、

　
　
　
密
教
の
後
世
へ
の
影
響
と
し
て
、
口
傳
法
門
に
つ
い
て
こ
の
三
種
法
華
説
を
一
例
と
し
て
擧
げ
て
い
る
。
ま
た
、
澁
谷
亮
泰
師

　
　
　
の
「
三
種
法
華
論
」
（
『
山
家
學
報
』
第
十
九
～
二
十
一
號
）
は
、
特
に
詳
細
で
綿
密
な
研
究
成
果
と
し
て
獨
歩
の
感
が
あ
り
、

　
　
　
ま
た
、
硲
慈
弘
師
の
『
日
本
佛
教
の
開
展
と
そ
の
基
調
』
（
下
）
（
一
八
九
～
二
〇
六
頁
）
は
、
惠
心
檀
那
兩
流
の
教
判
論
と

　
　
　
し
て
、
四
重
興
廢
と
と
も
に
檢
討
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
本
論
に
お
い
て
も
兩
師
の
研
究
を
大
い
に
参
考
と
し
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
、
『
密
教
大
辭
典
』
２
、
八
〇
八
頁
や
『
望
月
佛
教
大
辭
典
』
２
、
一
五
七
八
～
九
頁
に
お
い
て
も
大
變
興
味
あ
る
内
容
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で
纏
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
參
照
し
た
研
究
も
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
近
年
の
『
續
天
台
宗
全
書
』
口
決
１
・
圓
戒

　
　
　
１
な
ど
を
始
め
と
す
る
新
出
資
料
に
は
、
未
だ
檢
討
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
『
續
天
台
宗
全
書
』
解
題
を
參
照
。

（
２
）
澁
谷
亮
泰
師
前
出
論
文
。
田
村
芳
朗
著
前
出
書
を
參
照
。

（
３
）
註
（
１
）
を
參
照
。

（
４
）
田
村
完
誓
氏
「
惠
心
流
七
箇
法
門
第
二
重
の
文
獻
に
つ
い
て
」
（
印
佛
九
―
一
）
を
參
照
。

　
　
　
拙
稿
「
惠
心
流
心
賀
法
印
談
一
海
記
『
八
帖
抄
』
考
」
（
天
台
學
報
第
四
十
號
）
を
參
照
。

（
５
）
『
二
帖
抄
見
聞
』
下
（
『
天
台
宗
全
書
』
九
、
二
五
九
頁
上
）
。
ま
た
、
尊
舜
は
、
椙
生
流
の
正
嫡
爭
い
を
記
録
し
て
い
る
。

　
　
　
靜
明
以
後
の
心
賀
方
（
心
聰
後
見
）
と
靜
範
方
（
惟
暹
後
見
）
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
心
賀
も
惟
暹
も
と
も
に
三
種
法
華
と
合

　
　
　
掌
を
説
く
こ
と
か
ら
、
靜
明
に
も
、
三
種
法
華
と
三
種
合
掌
と
が
説
示
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
（
同
、
一
六
五
上
～
下
）

（
６
）
日
光
天
海
藏
本
・
身
延
山
久
遠
寺
日
叡
・
日
守
・
日
學
本
を
使
用
。
註
（
４
）
を
參
照
。

（
７
）
『
相
傳
法
門
抄
』
中
の
三
種
法
華
説
部
分
と
『
宗
大
事
口
傳
抄
』
と
は
、
内
容
的
に
は
相
似
し
て
い
る
。
但
し
説
明
の
順
序
が

　
　
　
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
今
後
兩
書
の
詳
細
な
比
較
檢
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
８
）
『
天
台
宗
全
書
』
九
、
二
六
〇
頁
上
。

（
９
）
以
字
燒
字
に
つ
い
て
、
『
大
日
經
義
釋
』
（
『
續
天
台
宗
全
書
』
密
教
１
、
五
四
六
頁
下
）
を
參
照
。

10
（  

）
例
え
ば
、
『
玄
旨
壇
祕
鈔
』
下
（
「
信
仰
叢
書
」
、
九
〇
頁
下
）
に
は
、

　
　
　
　
　
法
華
經
相
承
口
決
　
二
通
之
内

　
　
　
　
　
塔
中
相
承
大
總
持
妙
法
蓮
華
經
　
口
傳

　
ノ

　
ニ
　
タ
リ

　
シ

　
フ

　
ト

　
モ

　
ニ
ハ

　
　
　
　
　
口
傳
云
。
王
家
相
承
直
授
天
台
相
承
有

之
。
其
旨
一
卷
書
見
。
又
傳
教
大
師
持

手
誕
生
玉
生
生
世
世
持
經
云
一
相
傳
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此
經
也
。

　
　
　
　
　
尋
云
。
大
總
持
者
如
何
。
答
。
一
心
一
念
不

生
重
。
生
佛
未
分
大
總
持
法
位
也
。
是
顯

根
本
法
花
内
證

也
。

　
　
　
と
あ
っ
た
り
、
「
南
無
佛
」
の
用
語
が
見
ら
れ
た
り
す
る
。
但
し
明
確
な
三
種
法
華
説
は
見
當
た
ら
な
い
。

　
　
　
或
は
、
『
北
谷
祕
典
』
「
鐵

書
」
（
身
延
山
藏
寫
本
）
に
は
、
⑯
［
展
開
］
三
經
典
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
が
、
成
立
年
代
は

　
　
　
一
三
〇
〇
年
以
後
に
な
る
だ
ろ
う
。

11
（  

）
大
久
保
良
順
師
「
重
授
戒
潅
頂
の
興
起
」
（
天
台
學
報
第
二
十
二
號
）
を
參
照
。

　
　
　
色
井
秀
讓
著
『
戒
潅
頂
の
入
門
的
研
究
』
（
東
方
出
版
刊
）
、
「
戒
潅
頂
と
合
掌
」
（
天
台
學
報
第
二
十
四
號
）
を
參
照
。

　
　
　
ま
た
、
『
續
天
台
宗
全
書
』
圓
戒
１
の
解
題
を
參
照
。

12
（  

）
心
覺
の
傳
記
と
し
て
、
『
本
朝
高
僧
傳
』
第
十
二
「
紀
州
高
野
山
沙
門
心
覺
傳
」
（
佛
全
一
〇
二
、
二
〇
二
上
）
を
參
照
。

13
（  

）
後
世
に
は
、
更
ら
に
、
慶
林
坊
日
隆
（
一
三
八
五
～
一
四
六
四
）
『
五
帖
抄
』
の
要
文
を
拔
書
し
て
い
る
大
石
寺
二
十
六
世
日

　
　
　
寛
（
一
六
六
五
～
一
七
二
六
）
の
『
拔
書
雜
々
集
』
上
「
尼
崎
流
五
帖
抄
拔
書
」
（
興
風
叢
書
１
、
二
五
～
六
）
に
は
、
「
三

　
　
　
種
法
華
の
事
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
身
延
山
十
一
世
行
學
院
日
朝
（
一
四
二
二
～
一
五
〇
〇
）
の
『
當
家
朝
口
傳
』

　
　
　
下
（
興
風
叢
書
３
、
一
四
一
～
三
）
に
は
、
「
慧
心
流
相
傳
」
と
し
て
、
三
種
法
華
・
三
種
合
掌
・
印
明
・

ま
で
が
、

　
　
　
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
用
例
が
あ
る
。
日
朝
の
相
傳
は
、
恐
ら
く
關
東
天
台
仙
波
系
統
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
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